
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

解答類型 割合（％） ○ だれもがくらしやすい社会（12字），生きる喜び（５字） 25.8 × 「だれもがくらしやすい社会」とは解答しているが，「生きる喜び」とは解答していないもの 27.7 × 「だれもがくらしやすい社会」とは解答していないが，「生きる喜び」とは解答しているもの 8.4 × 上記以外の解答 18.7 

－ 無解答 19.4 

 

 

目的に応じて中心となる語や文を捉え，それらを関係付

けて自分なりにまとめるような学習を仕組みましょう。 ○ 読む目的によって本や文章の活用の仕方が変わり，そのため取り上げる中心となる語や文も変化します。文章の内容をまとめさせる際には，まず，児童に，何のために文章をまとめるのか目的を明確にさせることが必要です。その上で，文章に書かれていることをそのまま書き抜かせるのではなく，目的に応じて中心となる語や文を捉えさせ，それらを関係付けながら自分なりにまとめさせましょう。 ○ なお，「中心となる語や文の把握」に関しては，平成 26年度の学力調査報告書でも取り上げています。あわせて参考にしてください。 

 

第１・２学年 読むことイ  時間的な順序 や 事 柄 の順序などを考えながら内容の 大 体 を 読むこと。 
第３・４学年 読むことイ   目的に応じて，中心となる語や文をとらえて段落相互 の 関 係 や事実と意見との 関 係 を 考え，文章を読むこと。 

第５・６学年  読むことウ   目的に応じて，文章の内容を的確に押さえて要旨をとらえ た り ， 事 実 と 感想，意見などとの関係を押さえ，自分の考えを明確にしながら読んだりすること。 
内容の系統内容の系統内容の系統内容の系統    

 誤答分析から，言葉を抜き出してまとめる問題を解く際に，児童は，問題文の□で抜かれた言葉の直前や直後にある言葉に着目して，抜き出す言葉を探している傾向があることが分かる。このことから，「パラリンピック」について文章にどのように書いてあるかまとめるという目的に応じて必要となる語や文を捉えているのではなく，同じ言葉を探しているだけにとどまっているという実態があることが分かる。 

抜き抜き抜き抜き出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言出す言葉の直前と直後にある言葉が本文と問葉が本文と問葉が本文と問葉が本文と問題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，題文とでは違う場合の通過率は，34.234.234.234.2％％％％    （正答と誤答から該当箇所だけは正答となるものを足した数値） 
抜き抜き抜き抜き出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が出す言葉の直前と直後にある言葉が本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，本文と問題文とで同じ場合の通過率は，53.553.553.553.5％％％％    （正答と誤答から該当箇所だけは正答となるものを足した数値） 


